
農⼭漁村地域整備交付⾦＜公共＞
【令和７年度予算概算決定額 76,249（76,999）百万円】

＜対策のポイント＞
地⽅の裁量によって実施する農林⽔産業の基盤整備や農⼭漁村の防災・減災対策を⽀援します。

＜事業⽬標＞
○ 基盤整備完了地区における担い⼿への農地集積率（約８割以上［令和７年度まで］）
○ ⽊材供給が可能となる育成林の資源量の増加（25.5億m3［令和10年度まで］）
○ ゼロメートル地帯等における海岸堤防等の津波・⾼潮対策の実施率（64％［令和７年度まで］）

＜事業イメージ＞＜事業の内容＞
１．都道府県⼜は市町村は、地域の実情に応じて農⼭漁村地域整備の
⽬標等を記載した農⼭漁村地域整備計画を策定し、これに基づき事
業を実施します。

２．農業農村、森林、⽔産の各分野において、農⼭漁村地域の⽣産現
場の強化や防災⼒の向上のための事業を選択して実施することができ
ます。
① 農業農村分野︓農地整備、農業⽤⽤排⽔施設整備、

海岸保全施設整備等
② 森 林 分 野︓予防治⼭、路網整備等
③ ⽔ 産 分 野︓漁港漁場整備、漁村環境整備、

海岸保全施設整備等
※ このほか、盛⼟による災害の防⽌に向けた緊急的な対策等を⽀援
します。

３．都道府県⼜は市町村は、⾃らの裁量により地区ごとに交付⾦の配
分が可能です。
また、都道府県の裁量で地区間の融通が可能です。

＜事業の流れ＞

［お問い合わせ先］（農業農村分野）農村振興局地域整備課 （03-6744-2200）
（森林分野） 林野庁計画課 （03-3501-3842）
（⽔産分野） ⽔産庁計画・海業政策課（03-6744-2387）
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交付⾦を活⽤した事業例
【農業農村基盤整備】 【⽔産基盤整備】

【海岸保全施設整備】【森林基盤整備】

ほ場整備による農業⽣産性の向
上と秩序ある⼟地利⽤の推進

⽼朽化した⽤⽔路の整備・更新

津波・⾼潮対策としての⽔⾨整備津波、⾼潮による被害を未然に
防ぐため海岸堤防の整備を推進

漁村における津波避難対策
（避難施設、避難経路の整備）

漁業作業の効率化と安全対策の
ための漁港整備（岸壁改良）

林道等の整備により効率的な
間伐材等の搬出を実現

治⼭施設による⼭地災害の未然
防⽌
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（共通）切迫する南海トラフ地震、⽇本海溝・千島海溝周辺海溝型地震等の発⽣を⾒据えた防災インフラ整備



第２ 交付対象事業の事業内容、事業実施主体及び要件
１ 基幹事業

(2) 森林基盤整備事業
① 森林整備事業

別紙６に定めるところにより、森林の有する多
面的機能の維持・増進を図るため、重視すべき機
能に応じた森林整備を計画的に推進するとともに、
森林整備及び山村の生活環境の改善にも資する路
網整備等を行う事業をいう。

別紙６（森林整備事業に係る運用）
第２ 事業内容
２ 共生環境整備事業

森林と人とのふれあい空間の整備や多様な主体によ
る森林づくりを目的として行う次の事業とする。
(1) 森林空間総合整備事業

森林法（昭和26年法律第249号）第10条の５第２項
第５号に定める公益的機能別施業森林区域（以下同
じ。）内に存する森林であって、快適な環境の形成
の機能又は保健文化機能の維持増進を図るための森
林施業を推進すべき森林として森林法第10条の５に
基づき策定された市町村森林整備計画（以下この別
紙において同じ。）に定められている森林において、
不特定多数の者を対象とする森林環境教育、健康づ
くり等の森林利用に対応した多様な森林整備を行う。

第４ 事業区分及び事業内容等
本事業の区分毎の事業内容、対象事業の範囲、事業

主体及び事業規模等は次のとおりとする。
２ 共生環境整備事業

森林と人とのふれあい空間の整備や多様な主体によ
る森林づくりを目的として次の事業を行う。

(1) 事業内容
ア 全体計画調査

全体計画の策定に必要な調査を行う事業とする。
イ 共生環境整備

(ｱ) 森林環境教育促進整備
森林環境教育のフィールドを提供するための森林の造成等を目的として

行う樹木等の植栽、客土、捨石、播種、施肥、雑草木・不用木の除去、枝
葉の除去、不良木の伐倒・搬出集積、林間広場の整備並びに森林作業道の
開設及び改良等とする。

(ｲ) 森林健康促進整備
医療施設、健康増進施設の周辺においてこれらの施設と連携を図った森

林の造成等を目的として行う樹木等の植栽、客土、捨石、播種、施肥、雑
草木・不用木の除去、枝葉の除去、不良木の伐倒・搬出集積、林間広場の
整備並びに森林作業道の開設及び改良等とする。

ウ 付帯施設整備
(ｱ)  森林環境教育促進整備

標識類の整備、苗木置場、その他森林の整備に必要な作業施設等林内作
業場の整備及び駐車場の整備並びに防火施設整備として行う前生樹の伐
倒・搬出集積、枝葉の除去、客土、整地、植付け、播種、施肥、雑草木の
除去、倒木起こし、不用木の除去、不良木の淘汰等防火帯の整備及び防火
槽・用水路・退避地の整備並びに渓流路整備として行う岩組等林地保全施
設の整備並びに環境教育促進施設整備として行う客土・整地等自然観察
ゾーンの造成等とする。

(ｲ) 森林健康促進整備
（(ｱ)の標識類の整備～退避地の整備まで同じため省略）並びに健康増

進広場及び間伐材等を利用した簡易な健康促進施設の整備等とする。
エ 林内歩道等整備

共生環境整備、管理及び利用者の利便性の確保を目的として行う林内歩
道び森林作業道の開設及び改良とする。なお、森林健康促進整備について
は、車椅子や自転車の通行にも配慮した林内歩道を開設及び改良すること
ができる。 

オ 用地等取得
有効かつ計画的な土地の利用促進を図るために行う土地及び立木竹の取

得とする。
カ 森林管理道整備

（略）

農山漁村地域整備交付金実施要領（最終改正：令和６年４月１日）

農山漁村地域整備交付金は、予防治山、路網整備のほか、森林空間利用にも活用できます。

詳しくはこちら
https://www.maff.go.jp/j/study/other/
e_mura/oomori/n-koufukin.html

https://www.maff.go.jp/j/study/other/e_mura/oomori/n-koufukin.html
https://www.maff.go.jp/j/study/other/e_mura/oomori/n-koufukin.html
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